
総合人間学研究科社会福祉学専攻　博士前期課程(2024年度)とカリキュラム・ポリシーとの関連性

　　　　授　業　科　目　の　名　称　　 配当 2024 コマ数 担当教員

＊隔年開講 年次 必修 選択 自由 1 2 3 4 5

キリスト教社会福祉・いのち学 1・2 2 前期1 15 〇 石居基夫

社会福祉援助方法総論 1 2 前期1 15 〇 福島喜代子

社会福祉法政策論 1 2 後期1 15 〇 金子和夫

社会福祉調査法Ⅰ 1 2 通年 15 〇 山口麻衣

社会福祉調査法Ⅱ 1 2 通年 15 〇 浅野貴博

専門科目 高齢者福祉研究 1・2 2 後期1 15 〇 〇 市川一宏

司法福祉研究 1・2 2 前期1 15 〇 〇 西原雄次郎

社会的弱者の自立支援研究 1・2 2 休講 15 〇 〇

障害者福祉研究 1・2 2 前期1 15 〇 〇 髙山由美子

児童家庭福祉研究 1・2 2 後期1 15 〇 〇 加藤純

地域福祉研究＊（隔年開講） 1・2 2 前期1 15 〇 〇 市川一宏

精神保健福祉研究 1・2 2 後期1 15 〇 〇 倉本英彦

スーパービジョン研究　　　 1・2 2 後期1 15 〇 〇 福山和女

家族支援ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ研究 1・2 2 集中 15 〇 〇 福山和女

非営利組織における人材育成管理研究（隔年開講） 1・2 2 前期1 15 〇 〇 市川一宏

国際社会福祉研究 1・2 2 　 前期1 15 〇 〇 原島博

実践評価・実践研究 1・2 2 後期1 15 〇 〇 〇 山口麻衣

専門演習 演習A（社会福祉の制度と政策） 1 4 通年 30 〇 原島博/山口麻衣/浅野貴博

演習AⅡ（社会福祉の制度と政策） 2 4 通年 30 〇 原島博/山口麻衣/浅野貴博

演習B（社会福祉方法と技法） 1 4 通年 30 〇 福島喜代子/高山由美子

演習BⅡ（社会福祉方法と技法） 2 4 通年 30 〇 福島喜代子/高山由美子

実　　習 実習 1・2 3 前期1 15 〇 高山由美子

総合人間学研究科社会福祉学専攻　博士後期課程（2019年度以降入学者）とカリキュラム・ポリシーとの関連性

　　　　授　業　科　目　の　名　称　　 配当 2023 コマ数 担当教員

年次 必修 選択 自由 1 2 3 4

社会福祉学専門研究指導Ⅰ 1 2 通年 30 〇 福島、山口、髙山、原島、石居

社会福祉学専門研究指導Ⅱ 2 2 通年 30 〇 福島、山口、髙山、原島、石居

社会福祉学専門研究指導Ⅲ 3 2 通年 30 〇 福島、山口、髙山、原島、石居

社会福祉学専門研究演習Ⅰ 1 2 通年 30 〇 〇 〇 福島、山口、髙山、原島、石居

社会福祉学専門研究演習Ⅱ 2 2 通年 30 〇 〇 〇 福島、山口、髙山、原島、石居

課程共通科目 社会福祉調査法Ⅰ 1・2 2 通年 15 〇 山口麻衣

社会福祉調査法Ⅱ 1・2 2 通年 15 〇 浅野貴博

カリキュラムポリシー

カリキュラムポリシー

専門研究演習科目

単　位　数

基礎研究科目

単　位　数

研究指導科目

「教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）」

〈社会福祉学専攻博士前期課程〉社会福祉の高度な専門職業人として必要な価値・知識・技術が身につけられるように、基礎研究科目、専門科目、専門演習を開講

し、現場の実践と理論の統合化を図りつつ授業を提供する。本課程においては、認定社会福祉士の認証研修を数多く開講する。

1 ．社会福祉に関する研究能力を高めるために、社会福祉調査法に関する科目を開講する。また、演習を複数提供し、指導教員による論文指導を行う。院生は、研

究計画を立て、研究倫理委員会の倫理審査を受け、中間発表、論文の執筆、仮提出、本提出を経て、口頭試問を受ける。

2 ．社会福祉の高度な専門職業人として、実践と理論の統合化を図るために、社会福祉の各領域の専門科目を開講する。

3 ．社会福祉の高度な専門職業人として、人を総合的な視点から理解し、支援する力を養うために、社会福祉に関する多様な理論や技法を学べる援助技術に関する

科目を開講する。

4 ．社会福祉に関する実践能力を高めるために、実習に関する科目を開講し、選択した者に対しては、個別の指導者による実習指導を行う。る科目を開講する。

〈社会福祉学専攻博士後期課程〉

1 ．社会福祉学の研究者及び教育者として必要な研究能力と教育能力が身につけられるように、社会福祉学専門研究指導科目を提供し、指導教員より指導を行

う。

2 ．院生が研究計画を立て、調査研究を行い、論文執筆を行う支援のために、博士後期課程社会福祉学専門研究演習科目を提供する。

3 ．院生は、研究計画を立て、中間発表を経て、博士論文提出資格試験を受験する。博士論文提出資格試験に合格したものは、論文を完成させ、博士論文を提

出する。

4 ．社会福祉に関する実践と理論を統合する研究を行うために、調査研究に関する個別コンサルテーションを提供する。院生は、必要に応じて研究倫理委員会の


